
昨
年
は
…
完
全
中
止
と
な
り
…

待
ち
に
待
っ
た

〝
ふ
る
さ
と
ス
ポ
レ
ク
祭
‼
〞

曇
り
空
で
少
し
肌
寒
い
天
候
で

し
た
が
、
十
月
十
三
日
午
前
七
時
、

開
催
を
知
ら
せ
る
花
火
が
打
ち
上

が
り
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
、
前
回
区
対

抗
総
合
優
勝
の
五
区
・
佐
藤
区
長

が
掲
げ
る
自
治
会
旗
を
先
頭
に
入

場
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

染
谷
副
会
長
の
開
会
宣
言
、
長

谷
川
会
長
、
来
賓
代
表
の
岡
村
特

別
顧
問
の
挨
拶
の
後
、
中
志
津
パ

ワ
ー
ズ
（
野
球
チ
ー
ム
）
の
指
揮

に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
い

よ
い
よ
十
時
、
第
一
種
目
「
五
十

ｍ
競
争
」
を
皮
切
り
に
、
第
十
四

種
目
の
「
大
百
足
競
争
」
ま
で
、

延
べ
一
，
七
八
九
名
の
未
就
学
児

か
ら
老
若
男
女
の
様
々
な
世
代
の

選
手
た
ち
が
熱
く
楽
し
く
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
五
区
長
の
コ
メ
ン
ト

連
続
優
勝
を
目
指
し
、
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
！

一
位
を
キ
ー
プ
…
し
か
し
ま
さ

か
の
大
百
足
競
争
で
の
出
遅
れ
が

響
き
ま
し
た
が
、
で
も
そ
れ
か
ら

の
底
力
、
一
致
団
結
追
い
上
げ
た

も
の
の
規
定
に
よ
り
惜
し
く
も
準

優
勝
。

観
客
席
で
応
援
に
参
加
さ
れ
た

方
々
に
拍
手
‼

す
ば
ら
し
い
一
日
で
し
た
。

各
区
対
抗
競
技
の
各
種
目
の
結

果
は
、
二
人
三
脚
は
四
区
、
ボ
ー

ル
送
り
は
五
区
、
大
波
小
波
も
五

区
、
大
百
足
競
争
は
三
区
。

四
種
目
中
二
種
目
を
と
っ
た
五

区
が
最
終
種
目
を
残
し
て
一
位
と

連
覇
を
予
感
さ
せ
ま
し
た
が
…
勝

負
の
行
方
は
最
後
ま
で
わ
か
ら
な

い
も
の
…
最
終
種
目
で
、
五
区
が

五
位
、
三
区
が
一
位
を
と
り
、
第
四

十
六
回
大
会
を
彷
彿
さ
せ
る
ま
さ

か
の
同
点
‼
同
点
の
場
合
、
大
百

足
競
争
の
得
点
が
優
位
と
な
る
規

定
に
よ
り
、
三
区
の
大
逆
転
総
合

優
勝
が
決
ま
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

小
野
寺
三
区
長
の
コ
メ
ン
ト

「
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
満
塁
ホ
ー
ム
ラ

ン
‼
」
で
し
た
。

短
時
間
で
こ
ん
な
チ
ー
ム
に

な
れ
た
の
は
、
朝
か
ら
の
参
加

者
、
応
援
者
お
互
い
が
声
を
掛
け

合
い
、
競
技
参
加
を
誘
い
、
全
員

で
一
喜
一
憂
楽
し
ん
だ
結
果
が

優
勝
に
導
い
て
く
れ
た
も
の
と

感
じ
ま
す
。

三
区
の
皆
さ
ん
〝
お
め
で
と

う
！　

そ
し
て
ア
リ
ガ
ト
ウ
‼
〞

入場行進長谷川会長挨拶

二人三脚ボール送り

防災集合競技（オープン競技） 応援合戦 大百足競争 大波小波

ラジオ体操

第４９回スポレク祭区対抗競技総合得点表

区 二　人
三　脚

ボール
送　り

大　波
小　波

大百足
競　争

得　点
合　計 順　位

１区 1 6 1 5 13 6

２区 3 5 4 2 14 5

３区 6 4 5 7 22 1

４区 7 3 2 4 16 4

５区 5 7 7 3 22 2

６区 2 1 3 1 7 7

７区 4 2 6 6 18 3

※合計同点の場合は大百足競争の得点優先

（1） 2018 年（平成 30 年）　　12 月 10 日（月）中志津自 治 会 報 4 2 3 号

　隣人愛と相互扶助の精神を基
調とし、地域住民の親睦と団結
を図りつつ社会環境の浄化向上
に努め、明るく住みよいまちづ
くりに寄与する。
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各区対抗総合優勝は…“三 区”



《　

入　

場　

行　

進　

》

集
合
〜
‼
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
共

に
各
区
選
手
団
が
入
場
門
へ
。

前
回
優
勝
の
五
区
・
佐
藤
区
長

を
旗
手
と
し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
さ
わ
や
か
に
入
場
で
す
。

《　

開　

会　

式　

》

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
々
に
見

守
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ス
ポ
レ

ク
祭
の
始
ま
り
で
す
。

今
年
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
中

志
津
パ
ワ
ー
ズ
」
さ
ん
の
リ
ー
ド

で
全
員
元
気
に
準
備
体
操
も
で
き

ま
し
た
。

〝
さ
ぁ
、
い
よ
い
よ
競
技
の
始
ま

り
で
す
！
〞

《　

五　

十　
ｍ　

競　

走　

》

最
初
の
競
技
は
小
学
生
低
学
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
続
い
て
、
大
人
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
世
代
も
一
生
懸
命
走
っ
て
い
ま

す
。

《　

百　
ｍ　

競　

走　

》

小
学
校
高
学
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

〝
速
い
速
い
！
さ
す
が
で
す
！
〞

女
子
も
男
子
も
迫
力
で
す
。
ガ
ン

バ
レ
‼

大
人
の
方
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
！

「
あ
っ
！
…
気
を
つ
け
て
…
。」

《　

玉　

入　

れ　

》

未
就
学
児
の
み
な
さ
ん
が
カ
ゴ

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
投
げ
て

い
ま
す
。
白
組
の
勝
ち
！

小
学
生
低
学
年
は
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
ま
す
ね
。
上
手
上
手
！

今
度
は
赤
組
の
勝
ち
で
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
部
。
わ
ぁ
！

た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
で
す
。

い
っ
ぱ
い
入
っ
て
ま
す
。「
は

い
、
そ
こ
ま
で
…
三
十
秒
一
本
勝

負
で
す
よ
！
終
了
〜
」
な
ん
と
赤

組
が
一
個
差
の
勝
利
で
し
た
。

《　

二　

人　

三　

脚　

》

く
じ
引
き
で
決
め
た
コ
ー
ス
か

ら
各
区
ス
タ
ー
ト
で
す
。
各
区
二

人
ず
つ
。
第
一
、
第
二
走
者
は
小

学
生
が
が
ん
ば
り
ま
す
。〝
速
い
〞

四
区
さ
ん
が
バ
ツ
グ
ン
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
息
も
ぴ
っ
た
り
！

三
区
さ
ん
、
一
位
に
上
が
り
ま

し
た
…
さ
ぁ
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
？
最
後
で
ま
た
四
区
が
抜
か
し

て
一
位
‼

《　

拝　

借　

競　

争　

》

さ
ぁ
…
何
の
カ
ー
ド
が
で
る
か

な
？今

年
は
い
ろ
ん
な
道
具
カ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
ね
！

「
あ
！
本
部
席
に
も
‼
」
借
り
ら

れ
た
人
、
走
る
の
が
速
い
で
す
。

転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
！

《　

魚　

釣　

り　

》

さ
ぁ
、
何
の
お
魚
が
釣
れ
る
か

な
？わ

ぁ
ー
す
ご
い
！
未
就
学
児
の

み
ん
な
も
上
手
で
す
。
釣
れ
た
釣

れ
た
！

次
は
小
学
生
低
学
年
の
み
ん
な

速
い
で
す
。
あ
っ
…
で
も
釣
れ
た

お
魚
が
…
落
と
さ
な
い
よ
う
に

ゴ
ー
ル
へ
急
げ
‼

あ
…
パ
ラ
パ
ラ
雨
が
…
。

《　

綱　

引　

き　

》

力
じ
ま
ん
？
の
一
般
老
若
男
女

が
入
場
し
、
両
チ
ー
ム
合
わ
せ
て

百
人
以
上
が
思
い
っ
き
り
綱
を
引

き
合
い
ま
し
た
。
明
日
の
筋
肉
痛

が
心
配
で
す
…
。

二
試
合
目
は
小
学
生
、
男
子
も

女
子
も
力
い
っ
ぱ
い
で
す
！

《　

ボ　

ー　

ル　

送　

り　

》

午
前
の
部
最
後
の
競
技
で
す
。

前
回
と
内
容
が
変
わ
り
、
各
区

の
代
表
二
十
名
が
参
加
、
二
人
ず

つ
組
み
、
ボ
ー
ル
を
頭
と
頭
で
支

え
リ
レ
ー
し
ま
す
。

途
中
ボ
ー
ル
を
落
と
し
な
が
ら

も
二
人
の
息
を
合
わ
せ
ま
す
。
ダ

ン
ト
ツ
五
区
が
一
位
で
し
た
！

《　

昼　

食　

時　

間　

》

●
各
区
応
援
合
戦

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
応
援
で

し
た
。

●
防
災
集
合
競
技

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
各
区
す
み

や
か
に
集
合
し
点
呼
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
拍
手
〜
！
）

《　

大　

波　

小　

波　

》

各
区
代
表
十
七
名

練
習
の
後
、
本
番
で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
二
十
五
回
跳

ん
だ
五
区
が
一
位
で
し
た
。

《
運

命

の

別

れ

道
》

赤
白
の
サ
イ
コ
ロ
が
投
げ
ら
れ
、

赤
は
プ
ー
ル
側
、
白
は
体
育
館
側

に
向
か
っ
て
走
り
ま
す
。

運
命
を
信
じ
て
ダ
ッ
シ
ュ
‼
…

予
想
し
て
い
た
色
と
反
対
の
色
が

出
て
、
ト
ラ
ッ
ク
を
慌
て
て
戻
る

選
手
が
続
出
で
し
た
。

《
菓

子

取

り

競

争
》

未
就
学
児
か
ら
参
加
で
き
、
保

護
者
の
方
と
仲
良
く
走
っ
て
お
菓

子
を
取
っ
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

小
学
一
年
生
〜
六
年
生
も
男
女

に
分
か
れ
て
お
菓
子
に
向
か
っ
て

一
直
線
に
走
り
ま
し
た
。

こ
の
競
技
を
見
て
い
る
と
…
中

志
津
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
が
多

い
の
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

《　

障　

害　

物　

競　

争　

》

麻
袋
に
入
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
！
跳

び
箱
を
跳
び
、
ネ
ッ
ト
を
く
ぐ
っ

て
マ
ッ
ト
で
で
ん
ぐ
り
返
し
、
平

面
台
に
乗
り
、
最
後
に
、
は
し
ご

を
く
ぐ
り
ゴ
ー
ル
で
す
。

軽
々
と
は
し
ご
を
く
ぐ
る
子
ど

も
た
ち
。
迫
力
の
あ
る
一
般
男
子

の
走
り
で
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま

し
た
。

《
サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
》

六
十
五
歳
以
上
の
男
女
が
参
加

し
ま
す
。

と
て
も
多
く
の
方
々
の
参
加
が

あ
り
、
思
い
っ
き
り
サ
ン
ダ
ル
を

飛
ば
し
ま
す
。
こ
の
競
技
は
人
気

が
あ
り
ま
す
ね
ぇ
。
参
加
賞
は
飛

ば
し
た
サ
ン
ダ
ル
で
す
。

《

大

百

足

競

争

》

い
よ
い
よ
最
終
種
目
！

各
区
十
名
ず
つ
三
グ
ル
ー
プ
の

リ
レ
ー
形
式
で
競
い
ま
す
。

小
学
生
↓
一
般
女
子
↓
一
般
男

子
の
順
で
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

三
区
が
一
位
で
し
た
。

《　

閉　

会　

式　

》

み
な
さ
ん
一
所
懸
命
な
一
日
で

し
た
。
自
治
会
旗
を
降
納
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

ス
ポ
レ
ク
祭
紙
上
実
況
中
継

2018 年（平成 30 年）　　12 月 10 日（月） （2）中志津自 治 会 報 4 2 3 号



秋
　
祭
　
り
・

 

文
　
化
　
祭

平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
か
ら

十
一
日
に
か
け
て
、
志
津
南
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
秋
祭

り
を
実
施
し
、
中
志
津
自
治
会
は

セ
ン
タ
ー
全
館
を
使
い
、
文
化
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

全
十
部
門
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
で
磨
い
た
技
、
セ
ン
ス
を
磨
い

て
き
た
作
品
な
ど
多
数
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

盆
　
　
栽
　
　
展

（3） 2018 年（平成 30 年）　　12 月 10 日（月）中志津自 治 会 報 4 2 3 号



平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日　

中
央
公
園
。
肌
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
中
志

津
の
発
展
を
祝
う
よ
う
に
、
当
日

は
こ
の
時
期
と
は
思
え
な
い
暖
か

な
日
差
し
の
な
か
、
蕨
佐
倉
市
長
、

中
志
津
自
治
会
特
別
顧
問
、
歴
代

自
治
会
長
な
ら
び
に
現
各
区
長
、

近
志
津
南
地
区
社
協
会
長
、
近
隣

学
校
関
係
校
長
・
幼
稚
園
長
を
招

き
、
盛
大
に
中
志
津
自
治
会
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

《
長
谷
川
稔
自
治
会
長　

式
辞
》

本
日
こ
こ
に
、
中
志
津
自
治
会

創
立
五
十
周
年
の
記
念
式
典
を

挙
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
蕨
佐
倉
市
長
を
は
じ
め
多

数
の
皆
様
方
の
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

中
志
津
自
治
会
は
、
当
時
、
角

栄
団
地
自
治
会
と
称
し
、
昭
和
四

十
三
年
十
一
月
に
会
員
九
百
余

戸
で
発
足
し
ま
し
た
。

団
地
内
の
宅
地
開
発
が
進
む

な
か
、
区
の
呼
び
名
も
東
区
・
西

区
・
南
区
・
北
区
・
中
央
区
と
呼

ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
日
ご
と
月
ご
と

年
ご
と
に
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
団

地
住
民
が
増
え
続
け
、
ど
こ
の
家

で
も
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、

合
わ
せ
て
団
地
内
の
公
共
的
な

施
設
も
整
備
が
な
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
と
て
も
追
い
つ
か
な
い

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
五
十
年
間
を
顧
み
ま
す

と
中
志
津
自
治
会
も
様
々
な
問

題
を
解
決
し
な
が
ら
現
在
に
至

り
ま
し
た
。

自
治
会
に
関
す
る
主
な
も
の

と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
に

は
「
住
民
の
会
」
の
発
足
が
あ
り
、

下
志
津
小
学
校
体
育
館
に
九
百

五
十
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
角
栄
建
設
と
佐
倉
市
に

「
協
定
書
の
完
全
実
施
を
願
う
住

民
運
動
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
中
志
津
の
住
居
表

示
、
自
治
会
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

自
治
会
の
法
人
化
等
々
、
そ
の
都

度
、
自
治
会
と
し
て
役
員
会
は
も

と
よ
り
特
別
顧
問
の
先
生
方
と
も

相
談
・
協
議
し
、
対
応
し
て
き
た

問
題
で
す
。

中
志
津
の
住
民
も
昭
和
五
十

年
か
ら
平
成
十
七
年
頃
ま
で
は

常
に
、
一
万
二
〜
三
千
人
が
生
活

し
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三

年
が
最
も
多
く
一
万
四
，
三
一
〇

人
と
ピ
ー
ク
で
し
た
。
現
在
は
、

佐
倉
市
の
人
口
も
減
少
し
て
お

り
ま
す
が
、
中
志
津
も
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
み
住
民
も
減
少

傾
向
で
す
。

現
在
、
自
治
会
と
し
て
も
以
前

の
活
動
よ
り
も
か
な
り
高
齢
者
向

け
の
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

中
志
津
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、

し
ご
と
お
こ
し
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、

特
別
委
員
会
を
作
り
「
班
長
業
務

の
軽
減
」
等
も
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
志
津
自
治
会
に
お
け
る
今
後

の
課
題
と
し
て
、「
加
入
者
の
減

少
」・「
役
員
の
な
り
手
不
足
」・「
活

動
へ
の
関
心
の
低
下
」・「
高
齢
者

の
見
守
り
」・「
老
幼
の
居
場
所
づ

く
り
」・「
空
き
家
の
増
加
」・「
犯

罪
の
増
加
を
防
ぐ
」・「
更
な
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」・「
近

所
の
声
掛
け
」
等
々
が
あ
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
更
に
、
近
隣
自
治
会
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
ま
た
、
特
別
顧
問
、

民
生
委
員
、
消
防
団
と
連
携
、
意

見
交
換
を
よ
り
深
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
、

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
中
志
津
自
治
会
に
対
し
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
し
て
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

【
中
志
津
探
検
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

 

抽
選
会
】

八
月
五
日
〜
八
月
二
十
四
日
に

記
念
事
業
と
し
て
、〝
中
志
津
の

謎
を
解
き
伝
説
を
作
ろ
う
‼
〞
中

志
津
区
域
内
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
実
施
し
、
そ
の
参
加
者
を
対
象

に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
パ
ー
ク
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
の
感
想
）

な
か
な
か
目
的
地
に
辿
り
着
く

事
が
出
来
ず
、
三
日
間
で
完
成
し

ま
し
た
。
歩
く
こ
と
は
健
康
に
も

良
く
、
普
段
、
他
の
区
へ
行
く
事

が
無
い
の
で
良
い
経
験
で
し
た
。

そ
し
て
中
志
津
は
つ
く
づ
く
広
い

な
ぁ
‼
と
感
じ
ま
し
た
。

【　

ラ　

イ　

ブ　

】

出
演　

下
志
津
小
学
校

　
　
　

南
志
津
小
学
校

　
　
　

上
志
津
中
学
校

（
上
志
津
中
学
校
吹
奏
学
部
コ
メ
ン
ト
抜
粋
）

会
場
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

上
志
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
す
。

様
々
な
行
事
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
自
治
会
の
記
念
す
べ
き
日

の
発
表
で
す
。

い
つ
も
以
上
に
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。（
中
略
）

上
中
に
は
他
の
中
学
校
に
は
な

い
、
独
特
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
御
輿
集
会
」
で
す
。

自
治
会
の
皆
さ
ん
が
中
学
校
に

御
輿
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
、

み
ん
な
で
担
い
だ
り
、
面
踊
り
や

太
鼓
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

と
て
も
楽
し
い
行
事
で
す
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
夏
祭
り
の

季
節
と
な
り
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
立
派
な
中
志
津

の
御
輿
を
、
み
ん
な
で
元
気
よ
く

担
い
で
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
演
奏
し
ま

す
。 

（〝
八
木
節
〞
を
演
奏
）

佐
倉
市
中
志
津
…
こ
の
地
が
僕

た
ち
や
皆
様
の
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
、
ず
っ
と
元
気
で
仲
の
良
い
、

素
晴
ら
し
い
街
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
、ま
た
「
ふ
る
さ
と
」

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
演
奏
し
ま
す
。

会
場
の
み
な
さ
ま
も
演
奏
に
合

わ
せ
て
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

 

（〝
ふ
る
さ
と
〞
を
演
奏
）

中
志
津
自
治
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

記
念
式
典

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

2018 年（平成 30 年）　　12 月 10 日（月） （4）中志津自 治 会 報 4 2 3 号


